

































Ⅱ．探求の共同体〈第 4 章，第 5 章〉や，Ⅲ．思




にしていくための教育〈第 9 章，第 10 章，第 11 章，
第 12 章，第 13 章〉では，これまで多くの論者が
さかんに述べ立ててきた「批判的思考」を再吟味
してとらえなおすとともに，「創造的思考」と「ケ
ア的思考」という概念を合わせて，多元的思考ア
プローチという新たなモデルの提示がなされる。
Ⅱ～Ⅳを概観してわかることは，方法論におけ
る具体性と理論的基礎の重厚さ，そして，従来の
研究の到達点を乗り越えてゆく革新性という点に
おいて，リップマンの構想は，これまでの「学校
再構築」論よりも優れているということである。
また，本書において注目されるべきもう一つの
点は，「探求の共同体」において重要視される丁
寧な概念の吟味が，まさに，本書のなかでなされ
ているということである。つまり，「探求の共同体」
とは何かを明示する本書そのものが，「探求の共
同体」で重要視することは何かを語りかけている
のである。この点は，教育論を考えるうえで，こ
れまでそれほど重要視されてこなかったように思
われるが，民主主義を実現するための教育が民主
主義的に行われなければならないということと同
じように重要なことであるように思われる。つま
り，「探求の共同体」論が「探求の共同体」的に
書かれることの重要性である。そのように考える
と，本書の説得力は，その理論の豊饒性というこ
ともさることながら，リップマンが，「探求の共
同体」論で重要視されていることを忠実に守って
いるという一貫した態度からも得られているので
はないだろうかと考えられる。
リップマンの「探求の共同体」論は，ただ批判
を述べ立てるだけに終わっていた「脱学校」論と，
具体的な方法を伴わずに理念を提示するに留まっ
ていた「学校再構築」論，この両者の行き詰まり
を打開する体系的学校改革論を実直に一貫した態
度で追い求めた教育論として，今，まさに，教育
現実の変革のために求められているのではないだ
ろうか。
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